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観察しましょう  以降エタノールを使いますので火気厳禁です！ 

                                

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＊この霧箱で見える放射線の飛跡について、詳しくは書籍『ペットボトル霧箱で見る原子より小さい世

界』山本海行,『君は宇宙線を見たか』山本海行・小林眞理子をご覧ください。 

＊ドライアイスが減って箱が傾いてきたら、装置の下に紙を折ったものなどを差し込んで、中をのぞき

ながら植毛の底面がエタノールから出ないように調整してください。 

＊観察が終わったら、エタノールは安全な容器に回収して保管するか、大量の水に薄めれば家庭の排水

で廃棄できます。霧箱は良く乾かせば、くり返し使えます。 

 

参考文献：「自然放射線が見える簡易霧箱の開発と実験結果」山本海行・小林眞理子 物理教育通信
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無水エタノール 60ml を用意します。 

スポイトなどを使って内側の黒い植毛壁

にエタノールを回しかけて湿らせ、残り

をすべて箱に注ぎこむと深さ 5mm 程度

にエタノールがたまります。(エタノール

プールを作ります。) 

 

ラップでふたをして輪ゴムでとめます。 

発泡スチロールの箱などにドライアイスを平

らにおき、その上に霧箱をのせます。 

上下の温度差が必要なので、深く囲んだり、ド

ライアイスを周囲に積んだりしないでくださ

い。高温の時期には写真のようにティシュペー

パーなどで底のまわりを囲む程度にします。 
 

 

しばらくすると、液面の上あたりに白い糸状の飛跡が現れては消えていくようすが見え始めます。 

動かさずに 5 分以上待ちます。 

 

LED ライトで霧箱のふちから内部のエタ

ノールの液面を照らし,上からのぞきこん

でみましょう。照らした方向を左の写真の

ように上から観察すると、内部に霧が降っ

ているのが見えます。 


